
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  不可分な一団の土地にある敷地等              

Ｑ：被相続人居住用家屋等を譲渡した場合

の3,000万円控除を受けようと思っています

が、用途上不可分の関係にある２以上の建築

物が土地の上にあります。どのようにして対

象敷地を求めたらいいのですか？                              

                                             

Ａ：次のように計算して求めます。 

【解説】 

被相続人が居住していた家屋等を相続した

相続人が譲渡した場合に、譲渡所得から3,000

万円を控除してくれる特例が、平成28年の税

制改正で創設されましたが、対象となる土地

又は土地の上に存する権利かは、社会通念に

したがって、その土地等が相続開始直前にお

いて被相続人居住用家屋と一体利用されてい

た土地等であったかどうかにより判定するこ

とになりますが、その土地が用途上不可分の

関係にある２以上の建築物のある一団の土地

である場合には、次の算式によって計算した

面積に係る土地の部分が対象になることとさ

れています。 

A×B÷(B＋C)×譲渡した土地等の面積÷A 

  A:一団の土地の面積(注1) 

 B:相続開始直前における一団の土地にあった

被相続人居住家屋の床面積 

 C:相続開始直前における一団の土地にあった

被相続人居住用家屋以外の建築物(注2)の

床面積 

 (注1)被相続人以外の者が相続開始直前にお

いて所有していた土地等の面積も含まれる。 

 (注2)被相続人以外の者が所有していた建築

物も含まれる。 
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